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Advanced シリーズと The 探究シリーズは，どちらも大学進学を目指す生徒向けの教科書ですが，
扱っている問題の難易度，構成や内容の扱い方が異なります。 

構成の難易度対応イメージ 

 

 
 
 

Advanced シリーズ The 探究シリーズ 

例題や定理の証明などについて，教科書の難易度に合わせて扱い方を変えています。 

＜整数部分・小数部分＞ 

本文の例題として扱っています。 
 

 

 

▲数学ⅠAdvanced p.33 

＜整数部分・小数部分＞ 

「Challenge 例題」として扱っており，授業で取
捨選択しやすい構成です。 
 
 
 

▲数学ⅠThe 探究 p.36 

＜集合における実数の扱い＞ 

本文で区間の例や問を扱っています。 
 

 

 

 

▲数学ⅠAdvanced p.56 

＜集合における実数の扱い＞ 

本文では離散集合のみを扱い，節末「Training」
で区間の問題を扱っています。 
 
 
 

▲数学Ⅰ The 探究 p.63 

＜定義域が変化するときの最大・最小＞ 

本文の応用例題として扱っています。 
 
  

 

 

 

▲数学ⅠAdvanced p.91 

＜定義域が変化するときの最大・最小＞ 

「Challenge 例題」として扱っており，授業で取
捨選択しやすい構成です。 
 
 
 
 
 

▲数学Ⅰ The 探究 p.100 

『Advanced シリーズ』と『The 探究シリーズ』 
内容比較（対照表） 

内容解説資料 この資料は，一般社団法人教科書協会の定める「教科書発行者行動規範」に則っております。 

(SetUp・考察) 
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Advanced シリーズ The 探究シリーズ 

＜放物線の位置が変化するときの最大・最小＞ 

本文の応用例題として扱っています。 
 

 

 

 

▲数学ⅠAdvanced p.92 

＜放物線の位置が変化するときの最大・最小＞ 

「Challenge 例題」として扱っており，授業で取
捨選択しやすい構成です。 
 
 
 
 

▲数学Ⅰ The 探究 p.101 

＜定義域の両端が変化するときの最大・最小＞ 

「探究」として扱っており，本文の例題と同じ 
2 次関数を考えるのでスムーズに取り組めます。 
 

 

 

▲数学ⅠAdvanced p.93 

＜定義域の両端が変化するときの最大・最小＞ 

章末「Level Up」で扱っており，問題文で場合分
けを示し問題に取り組みやすくしています。 
 
 

 

▲数学Ⅰ The 探究 p.128 

＜余弦定理の証明＞ 

A が鋭角，直角，鈍角のいずれの場合にも成り立
つことを証明しています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

▲数学ⅠAdvanced p.154 

＜余弦定理の証明＞ 

A が鋭角，鈍角の場合に成り立つことを証明し，
直角の場合は補助発問として考えさせています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

▲数学Ⅰ The 探究 p.160-161 

＜� � �� � �の平均値と分散・標準偏差＞ 

本文の例や問で扱っています。「参考」として証
明を扱っています。（数学ⅠAdvanced p.184-185） 

＜� � �� � �の平均値と分散・標準偏差＞ 

「参考」として問と証明を扱っており，授業で
取捨選択しやすい構成です。（数学Ⅰ The 探究 p.182） 
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Advanced シリーズ The 探究シリーズ 

Advanced シリーズは，授業での“入試に必要な知識・技能の習熟”を重視しています。 
The 探究シリーズは，授業での“探究的な学び”を重視しています。 

項のはじめ 
生徒に理解しやすい具体的な例を扱い，授業がス
ムーズに進められるようにしています。 
 
 
 
 
 
 

 
▲数学 A Advanced p.16  

項のはじめ「Set Up」 
生徒が「おやっ⁉」と思う問題や状況を扱い，探究
的な学びが始まるきっかけをつくります。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
▲数学 A The 探究 p.28  

本文「例・例題」 
生徒がつまずかないよう，丁寧な記述，適度なレ
ベルの例や例題を扱っています。 
 
 
 
 
 

▲数学Ⅰ Advanced p.81 

本文「考察」 

生徒どうしで学び合い，深め合える箇所に，探究
課題を設けています。 
 

 

 
 

▲数学ⅠThe 探究 p.83  

章のはじめ 
章の学習内容と関わりの深い数学者を取り上げ
ています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

▲数学Ⅰ Advanced p.127 

章のはじめ「Introduction」 

新しい学習のきっかけとなる問題や状況を扱っ
ています。 
 
 
 
 
 
 
 
 

▲数学ⅠThe 探究 p.132 

具体的な構成や内容の扱い方の違い 
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Advanced シリーズ The 探究シリーズ 

章末「探究」 
日常や社会の事柄から見いだした問題につい
て，考察を深める課題を設けています。 
 
 
 
 
 
 
 
 

▲数学Ⅰ Advanced p.170  

章末「Investigation」 

章で学習したことをさらに深く探究することが 
できる課題を設けています。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
▲数学ⅠThe 探究 p.174  

巻末「思考の戦略編」 
本文で学習した内容を振り返り，分野を越えて
共通する数学的な思考法を整理します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

▲数学Ⅰ Advanced p.204 

 
 
 
 

▲数学Ⅰ Advanced p.207 

巻末「探究しよう」 

身につけた知識を日常や数学の事象に活用する
問題に取り組むことができます。 
 
 
 
 
 
 
 
 

▲数学ⅠThe 探究 p.208 

巻末「共通テストに備えよう」 
大学入学共通テストの構成で，共通テスト形式へ
の対応力が身につきます。 
  

 

 

 

 

 
▲数学 A The 探究 p.168−169 

内容解説資料 この資料は，一般社団法人教科書協会の定める「教科書発行者行動規範」に則っております。 


